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#12-48 

【１１月２４日～１１月３０日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２４年１２月４日 

在ウクライナ大使館 

 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

・２６日、ティモフティ大統領は、最高安全保障会議を招集し、

国家安全保障戦略及び同作業部会の役割等に関し協議。 

・２７日、ヴォローニン共産党党首は、共産党のシンボルの使

用を禁止した法律に関する審議をベニス委員会が開始した

旨発言。 

・２９日、ヴォローニン共産党党首は、同党議員はバローゾ欧

州委員会委員長との会談に出席しない旨発言。３０日、社会

党及び「復興」党等は、バローゾ欧州委員会委員長のモルド

バ訪問に合わせ、モルドバの欧州統合及びＮＡＴＯとの協力

に反対する集会を開催。 

２．外政 

▼バローゾ欧州委員会委員長のモルドバ訪問 

・３０日、フィラト首相は、モルドバを訪問したバローゾ欧州委

員会委員長と会談し、モルドバ・ＥＵ関係発展の展望等に関

し協議。会談後、フィラト首相は、バローゾ委員長との会談に

おいてモルドバの欧州統合という目的達成は可能であるとい

う結論に達したとし、２０１３年１１月の「東方パートナーシップ」

サミットまでに深化した包括的ＦＴＡを含むＥＵとの連合協定

署名のための交渉及び査証免除に関する査証免除化に向け

た行動計画の第二段階の終了が重要である旨及び必要な改

革の継続を保証する旨発言。バローゾ委員長は、モルドバと

の交渉進展状況を高く評価し、モルドバは東方パートナーシ

ップ参加国のリーダーであり、連合協定交渉が２０１３年秋ま

でに完了する可能性がある旨発言。また、同委員長は、ＥＵ

は引き続きモルドバの欧州統合路線を支持するとし、モルド

バへの支援額を増加させている旨発言。 

・３０日、ティモフティ大統領は、バローゾ委員長との会談にお

いて、同委員長の訪問によりモルドバ・ＥＵ関係は更に強化さ

れる旨発言。バローゾ委員長は、モルドバ国内の改革の達成

状況を高く評価し、２０１３年秋の連合協定署名は現実的であ

る旨発言。 

・３０日、ルプ議会議長は、バローゾ委員長と会談し、モルド

バの欧州統合問題に関し協議。 

・３０日、レアンカ副首相兼外務・欧州統合相とフィーレ拡大・

近隣政策担当欧州委員は、モルドバの公共保健医療の近代

化に関する支援（６００万ユーロ）及び職業教育と訓練計画に

関する支援（５００万ユーロ）を内容とする合意文書に署名。 

▼ルプ議会議長のドイツ訪問 

・２７日、ルプ議会議長は、ドイツを訪問し、ホイスゲン首相

補佐官（外交・安全保障政策担当）との会談において、モル

ドバ・ＥＵ関係に関し意見交換。ホイスゲン補佐官は、独は

今後もロシアとの協議において継続して沿ドニエストル問題

を議題にする旨発言。 

・２８日、ルプ議長は、ラマート連邦議会議長と会談。ラマー

ト議長は、モルドバは東方パートナーシップの枠組みにお

いて最上位に配置することができるとし、ＥＵ及び独は査証

免除分野を含むモルドバの欧州接近を支援する用意がある

旨発言。ルプ議長は、モルドバには欧州統合以外の選択肢

はない旨発言。 

３．沿ドニエストル 

▼「５＋２」者公式会合の開催 

・２８～３０日、本年５回目の「５＋２」者公式会合がダブリンに

おいて開催され、参加者は信頼醸成措置を促進するキシナ

ウとティラスポリの作業部会の活動の維持を支持し、自由な

人及び貨物の移動の保証及び道路インフラの整備（橋の通

行再開）等に関し協議を継続。 

・３０日、会合参加者は、アイルランドがＯＳＣＥ議長国であっ

た１年を総括し、今後の交渉の方向性の展望に関し意見交

換。デシツャ駐ＯＳＣＥウクライナ大使は、次回「５＋２」者公

式会合は２０１３年２月の後半にリヴィウにて開催される旨発

表。 

▼その他 

・３０日、キシナウ訪問中のバローゾ欧州委員会委員長は、

沿ドニエストル問題はモルドバの欧州統合路線の障害では

ない旨発言。 

 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。 

（了） 


